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第２学年 社会科（地理的分野）学習指導案 
                                    

指導者  中川 千穂                                  

１ 単元名   世界と日本の生活と文化 

 

２ 単元について  

学習指導要領では、「世界各地の人々の生活と環境」について、世界各地の人々の生活の様子を衣食住や宗

教とのかかわりを中心に、自然及び社会的条件と関連付けて考察させ、世界中の人々の生活や環境の多様性

を理解させることをねらいとしている。 

本単元では、世界各地における人々の生活とその変容について、自然及び社会的条件と関連付けて考察さ

せるとともに、日本人のくらしの変化、歴史的な町並みが残る地域や独自の文化をもつ地域などを取り上げ、

我が国の伝統と文化への尊重と理解を深めることが重要であるといえる。 

具体的には、自然環境とそれに関係する衣食住を事例として取り上げ、写真などの資料を用いて、伝統的

生活や人々の生活の工夫にもふれる。ただし、授業を展開するにあたっては、一つの事例が生活全体あるい

は地域全体の特徴としてとらえるという過度な一般化をさける必要があり、伝統的な生活様式が他の文化と

の接触や新しい技術の導入、経済活動の活発化によって可変するものであることに留意したい。 

また、日本の地域については、動態地誌的な展開となっているので、指導にあたっては、「中核方式」で考

察させ、地域的特色をとらえさせるものとする。 

 

３ 単元の目標 

(1) 世界各地の人々の生活と環境の多様性について関心をもち、課題について意欲的に追究する。 

 

 (2) 世界各地の人々の生活と環境について、自然及び社会的条件と関連付け、人々の生活の様子とその変容

を基に多面的、多角的に考察し、適切に表現する。 

  

(3) 世界各地の人々の生活と環境について取り上げられた、多様な資料や有用な情報を適切に選択し、読

み取ったり、図表などにまとめる。 

 

  (4) 世界各地の人々の生活と多様性について、自然及び社会的条件と関連付け、人々の生活の様子と変容を

理解し、その知識を身に付ける。 

 

４ 単元の評価規準 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 
資料活用の技能 

社会的事象についての 

知識・理解 

世界各地の人々の生活と

環境の多様性に対する関

心を高め、それを意欲的

に追究し、とらえようと

している。 

 

 

 

世界各地の人々の生活と

環境の多様性を、自然及

び社会的条件と関連付

け、人々の生活の様子と

その変容を基に多面的・

多角的に考察し、その過

程や結果を適切に表現し

ている。 

世界各地の人々の生活と

環境の多様性に関する

様々な資料から、有用な

情報を適切に選択して、

読み取ったり、図表など

にまとめたりしている。 

世界各地の人々の生活と

環境の多様性についい

て、自然及び社会的条件

と関連付けた人々の生活

の様子とその変容を理解

し、その知識を身に付け

ている。 
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５ 指導と評価の計画（12時間）  

次 学習内容（時数） 
評   価 

関 考 技 知 評価規準 評価方法 

１ 

 

世界各地の伝統的な生

活（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

◎  

 

 

 

 

 

 

 

・世界各地の人々の生活の様子を示した 
資料から、自然や社会的な変化につい 
て、有用な資料を活用し、まとめている。 

・世界各地の人々の生活の様子を示した 
資料から、自然と社会的な条件につい 
て、様々な面から考え、変化に着目し 
ながら、生活の可変性について説明し 
ている。 

行動観察 

ワークシート 

読み取りテスト 

２ 
世界各地の伝統的な生

活（２） 

◎    

 

 

 

◎ 

・世界各地の人々の生活の様子を示した資

料から、人々のくらしと宗教とのかかわ

り等について、課題に関心をもって、意

欲的に取り組んでいる。 
・世界各地の人々の生活と様子を示した資

料から、人々のくらしと宗教とのかかわ

り等について、理解している。 

行動観察 

ワークシート 

レポート 

 

３ 
日本の伝統的な生活 

（１） 

◎  

 

◎ 

 

 

 

 

 

 ・日本の伝統的なくらしの特色について、

意欲的に課題を追究している。 

・ドイツと日本の食事を比較し、その背景

について多面的・多角的に考察している。 

行動観察 

ワークシート 

読み取りテスト 

４ 変化する生活（１）  

○  

 

 

◎ 

 ・国際化の進展は、日本人のくらしにどの

ような変化をもたらしたのか、いくつか

の事例から説明している。 

・昭和 30年代の日本と、現在の生活と比べ

て、変化しているところを分かりやすく、

まとめている。 

行動観察 

ワークシート 

読み取りテスト 

５ 

古都(京都・奈良)に見

る伝統文化（１） 

 

○  

 

 

 

 

  

 

 

◎ 

・京都や奈良の歴史的な町並みが残ってい

る背景について、意欲的に課題を追究し

ている。 

・歴史的な町並みが残っている地域が、ど

のような取組をしているのか、理解してい

る。 

行動観察 

ワークシート 

 

６ 
独自の生活文化をもつ

沖縄（１） 
 

 ○  

 

 

◎ 

・沖縄の自然などについて述べた資料から、

沖縄の生活や文化についてまとめてい

る。 

・沖縄の自然、文化、産業などについて、

特色を理解している。 

行動観察 

ワークシート 

 

７ 

８

９ 

10 

11

12 

世界の様々な地域の調

査（６） 

◎  

 

◎ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

・世界の生活や文化に関する調査について、

意欲的に課題を追究している。 

・世界の生活や文化に関する調査について、

多面的・多角的に調査、考察、表現して

いる。 

・世界の生活や文化に関する調査について、

地図や文献、インターネット情報等の諸

資料を読み取り、有効に活用している。 

・調査結果を分析し、整理してレポートに

まとめている。 

行動観察 

ワークシート 

レポート 
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「１―① 世界各地の伝統的な生活」 
  （１）本時の目標 

・世界各地の人々の生活の様子を示した資料から、自然と社会的な条件について、様々な面から考え、変化に着目しながら

生活の可変性について説明できる。 
・世界各地の人々の生活の様子を示した資料から、自然や社会的な変化について、有用な資料を活用し、まとめることがで

きる。 
  （２）観点別評価規準 

・世界各地の人々の生活の様子を示した資料から、自然や社会的な変化について、有用な資料を活用しまとめている。                             

【資料活用の技能】 
・世界各地の人々の生活の様子を示した資料から、自然と社会的な条件について、様々な面から考え、変化に着目しながら生

活の可変性について説明している。                        【社会的な思考・判断・表現】 
  （３）準備物 
     ・ワークシート、地図帳、資料（写真等）、読み取りテスト 

（４）本時の展開（１/２） 

 ○学習活動・予想される生徒の反応 指導上の留意点 評価規準 評価方法 
導 

入 

３

分 

○世界の気候帯（５つ）を確認する。

（一斉：３分） 

・５つ気候帯を確認する。 

 

・世界の気候帯（５つ）の位置を全員

で確認する。 
※ できればカラーなどで、分か

りやすいものを使用する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

32 

分 

○乾燥帯と熱帯のくらしについて考

える。（個人：５分）→（グループ：

７分）→（一斉：３分） 

 

 

 

 

 

 

・家の素材が土でできているというこ

とは、雨が降らない地域。 

・窓が小さいので、暑さは厳しい。 

・高床式になっているし、窓が大きい

のは、風をよく通そうとしているた

めで、この地域も暑い。 

・屋根の傾斜が急なのは、なぜか分か

らない。 

 

 

 

○イヌイットの人たちのくらしにつ

いて考える。 

（個人：４分）→（グループ：10分） 

 

 

 

 

 

・自分たちの生活と近い感じがする。 

・伝統的なくらしは、減ってきている

感じがする。 

・世界各地の生活の風景は、同じよう

になってきている気がする。 

 

 

 

 

 

 

・乾燥帯と熱帯の住居が「世界の気候

帯」の分布図で、どの位置になるの

か最初に確認させる。 
 

 

 

 

 

 

・「努力を要する」生徒については、

それぞれの写真の素材や家の形に

注目させ、特徴的な所に印を付けさ

せる。 
・「十分に満足できる」生徒には、日

本の気候との違いを、写真の特徴か

ら考えさせる。 
※ 乾燥帯、熱帯の住居の資料から状

況を認識し、快適に住むためにどの

ような様式になっているのかを考え

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「努力を要する」生徒については、

二つの写真の比較をさせ、気付いた

ことを記入させる。 
・「十分に満足できる」生徒には、世

界や日本の現代の生活様式につい

て想起させ、その背景についても考

えさせる。 
※ どのように変わったかという変化

の概括、今の自分たちの生活との違

いを具体的につかむことで、変化の

背景を考えさせる。 

・世界各地の人々の生活の様

子を示した資料から、自然

や社会的な変化について、

有用な資料を活用し、まと

めている。 
【資料活用の技能】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・世界各地の人々の生活の様

子を示した資料から、自然

と社会的な条件について、

さまざまな面から考え、変

化に着目しながら、生活の

可変性について説明して

いる。 
【社会的な思考・判断・表現】 

 

 

 

 

 

 

行動観察 
ワークシート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動観察 
ワークシート 
 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

15

分 

○テストをする。 

 

・本時の学習についての確認をする。 読み取りテスト  

 

この 2つの住居の写真は、乾燥帯と熱帯の地域でよく

見られるものです。なぜ、このような住居が多く見られ

るのか、その理由を説明しなさい。 
（※ 目的・手段に関する分析的知識：状況認識） 

イヌイットの人たちのくらしは、どのように変化して

いますか。また、それは、なぜだと思いますか。 
（※ 過程に関する分析的知識：変化の概括） 
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ワークシート①  世界各地の伝統的な生活 （生徒用）  

２年   名前（         ） 

１ 世界の気候帯 

 [作業 ①] 【知識・理解】 

  ○地図帳を参考に、①～⑤に当てはまる気候帯を答えなさい。 

   

解答らん 

 ①（     ）帯   ②（     ）帯   ③（     ）帯 

 ④（     ）帯   ⑤（     ）帯 

 

２ 資料から読み取ろう ① 

 [作業 ②]  【資料活用の技能】 

 

問： 
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２ 資料から読み取ろう ② 

 [作業 ③]  【思考・判断・表現】 

 

      1984 年                1997 年 

問： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

［作業①］「中学地理 5 分間 ミニテスト」  加藤 好一  民衆社 

  ［作業②］http://4travel.jp/overseas/area/europe/turkey/nemrutdagi/tra... 

       http://blog.goo.ne.jp/hiko9103/m/200908 

［作業③］「新しい社会 地理」東京書籍 

 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=131sbh4rl/EXP=1315614529;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjU3I1NVQ2TEdqSzhOWjNlRUZCT1VLWThXM1hkNUotazRaUGVoS3lkWnByNldESklaTlJhNjRtS3cEcAM1cGVsNWJteTQ0R1g1NFdKNTVPbUlPV3V0Zy0tBHBvcwMxMTgEc2VjA3NodwRzbGsDcnI-/*-http%3A/4travel.jp/overseas/area/europe/turkey/nemrutdagi/travelogue/10572335/�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=11rd0t6cs/EXP=1315617366;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUnBTYTFnYjhjdkQ5UGw5Q2hCcV9qajdQNkpmbWtXajgzaDNEdkhQYlVhTksySlpBeUN3OUpjZVVkbwRwAzU0YXg1Yml2NDRHcjVwcXU0NEtKNDRHWjVMcTY0NENGNDRHdTZhdVk1YnFLNWJ5UDQ0R3U1YTYyNDRDQTQ0Q0E1NVM3NVlPUARwb3MDNgRzZWMDc2h3BHNsawNycg--/*-http%3A/blog.goo.ne.jp/hiko9103/m/200908�
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ワークシート①  世界各地の伝統的な生活 （教師用）  

（発問・解答・評価規準） 
１ 世界の気候帯 

 [作業 ①] 【知識・理解】 

  ○地図帳を参考に、①～⑤に当てはまる気候帯を答えなさい。 

   

解答らん 

 ①（ 寒 ）帯   ②（ 冷または亜寒 ）帯   ③（ 温 ）帯 

 ④（ 乾燥 ）帯   ⑤（ 熱 ）帯 

 

２ 資料から読み取ろう ① 

 [作業 ②]  【資料活用の技能】 

 

問： この 2 つの住居の写真は、乾燥帯や熱帯の地域で、よく見られるものです。なぜ、この

ような住居が多く見られるのか、その理由を説明しなさい。 

  

 〈単元の評価規準〉 

世界各地の人々の生活と環境の多様性に関する様々な資料から、有用な情報を適切に選択

して、読み取ったり、図表などにまとめたりしている。 
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  ［◎評価規準をもとに、Ｂ評価になる場合］ 

 乾燥帯の住居は、土でできていることから、雨がほとんど降らない乾燥した気候であることが分

かる。 

また、窓が小さいので、暑さも厳しいのではないかと思う。 

一方、熱帯の住居は、高床式になっており、湿気を逃がすつくりになっていることから、雨がたく

さん降ることがわかる。窓も大きく開いているので、風通しを良くしようとしていると思う。暑く

て雨の多い気候だと思う。 

［◎評価規準をもとに、Ｂ評価になる根拠］ 

    ・家の素材や窓などといった同じものをとらえて比較している。 

    ・住居の特色と気候とのかかわりを具体的な根拠をあげ、述べられている。 

 

  ［◎評価規準をもとに、Ａ評価になる場合］ 

 乾燥帯の住居は、土でできていることから、雨がほとんど降らない乾燥した気候であることが分

かる。 

雨が降らないと思ったのは、家の素材が土でできているからで、そこからも、植物が育ちにくい乾

燥の気候帯であることがわかる。また、窓が小さいので、暑さも厳しいのではないかと思う。 

一方、熱帯の住居は、高床式になっており、湿気を逃がすつくりになっていることから、雨がたく

さん降ることがわかる。窓も大きく開いているので、風通しを良くしようとしていると思う。屋

根のなどの素材に木やヤシなどの植物が使われていることから暑くて雨の多い気候だと思う。 

［◎評価規準をもとに、Ａ評価になる根拠］ 

    ・植生と気候との結びつきについても述べている。 

 

  ［◎評価規準をもとに、Ｃ評価になる場合］ 

 乾燥帯の住居は、土でできているし、窓も小さい。 

一方、熱帯の住居は、高床式になっており、窓も大きく開いている。 

［◎評価規準をもとに、Ｃ評価になる根拠］ 

    ・写真の資料から分かることを述べているだけで、根拠となる事実を示していない。 

 

２ 資料から読み取ろう ② 

 [作業 ③]  【思考・判断・表現】 

 

      1984 年                1997 年 
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問：イヌイットの人たちのくらしは、どのように変化していますか。 

  また、それはなぜだと思いますか。 

 

 〈単元の評価規準〉 

世界各地の人々の生活と環境の多様性を、自然及び社会的条件と関連付け、人々の生活の

様子とその変容を基に多面的・多角的に考察し、その過程や結果を適切に表現している。 

  ［◎評価規準をもとに、Ｂ評価になる場合］ 

 テントや肉を干している写真から、イヌイットの人たちの伝統的なくらしは、自給自足であること

が分かる。一方、近代的なくらしでは、住居も見ても日本と同じような建物になっている。また電

柱から、家電製品を使う生活になっていることが分かる。 

［◎評価規準をもとに、Ｂ評価になる根拠］ 

    ・資料をもとに今の生活との比較ができている。自給自足から消費型の生活へと変化

していることも読み取れている。 

     

  ［◎評価規準をもとに、Ａ評価になる場合］ 

 テントや肉を干している写真から、イヌイットの人たちの伝統的なくらしは、自給自足であること

が分かる。一方、近代的なくらしでは、住居も見ても日本と同じような建物になっている。また電

柱から、家電製品を使う生活になっていることが分かる。 

 自分たちと似通った生活になっていることから、貿易や科学技術の発達が大きく影響していると思

う。私たちの生活は、自然環境だけでなく、社会的な条件の影響も受けることが分かる。 

［◎評価規準をもとに、Ａ評価になる根拠］ 

    ・社会的背景まで、説明できている。 

 

  ［◎評価規準をもとに、Ｃ評価になる場合］ 

 昔は、テントで生活をしているが、今は、日本と同じような住居に住んで、自分たちの生活

とあまり変わらない。 

［◎評価規準をもとに、Ｃ評価になる根拠］ 

    ・写真の資料から分かることを述べているだけで、根拠となる事実を示していない。 

     生活の違いについて、細かい所まで、事実を述べていない。 

 

参考資料 

［作業①］「中学地理 5 分間 ミニテスト」  加藤 好一  民衆社 

  ［作業②］http://4travel.jp/overseas/area/europe/turkey/nemrutdagi/tra... 

       http://blog.goo.ne.jp/hiko9103/m/200908 

［作業③］「新しい社会 地理」東京書籍 

 

 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=131sbh4rl/EXP=1315614529;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjU3I1NVQ2TEdqSzhOWjNlRUZCT1VLWThXM1hkNUotazRaUGVoS3lkWnByNldESklaTlJhNjRtS3cEcAM1cGVsNWJteTQ0R1g1NFdKNTVPbUlPV3V0Zy0tBHBvcwMxMTgEc2VjA3NodwRzbGsDcnI-/*-http%3A/4travel.jp/overseas/area/europe/turkey/nemrutdagi/travelogue/10572335/�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=11rd0t6cs/EXP=1315617366;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUnBTYTFnYjhjdkQ5UGw5Q2hCcV9qajdQNkpmbWtXajgzaDNEdkhQYlVhTksySlpBeUN3OUpjZVVkbwRwAzU0YXg1Yml2NDRHcjVwcXU0NEtKNDRHWjVMcTY0NENGNDRHdTZhdVk1YnFLNWJ5UDQ0R3U1YTYyNDRDQTQ0Q0E1NVM3NVlPUARwb3MDNgRzZWMDc2h3BHNsawNycg--/*-http%3A/blog.goo.ne.jp/hiko9103/m/200908�
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資料からの読み取りテスト   １ 

2 年 名前（            ） 

 

 

 

 

 
問１ 

   乾燥帯と熱帯の写真を見て、問いにしたがって記入しなさい。 

 

①資料から見つけた事実 
 

②事実から推測されること 

                      

 
 

③乾燥帯と熱帯の気候の特徴についての自分の考え（結論） 

★ 条件：これらの語群を使いましょう。     [乾燥帯、熱帯、気温、降水量］ 
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資料からの読み取りテスト １ 

2 年 名前（            ） 

 

 

 

 

 
問１ 

   乾燥帯と熱帯の写真を見て、問いにしたがって記入しなさい。 

 

①資料から見つけた事実 
 

②事実から推測されること 

土でできている。 
草や木がまわりにない。 
窓が小さい。 
植物でできている。 
窓が大きく開いている。 
高床式になっている。           

雨が降らない。 
乾燥している。 
暑さが厳しい。 
熱帯の植物が使われている。 
風が通りやすい。 
           

 
 

③乾燥帯と熱帯の気候の特徴についての自分の考え（結論） 

★ 条件：これらの語群を使いましょう。     [乾燥帯、熱帯、気温、降水量］ 
乾燥帯と熱帯は、ともに気温が高い気候であることが分かる。 
ただし、同じように気温が高くても、降水量に大きな違いがあるため、家の特徴も大き

く変わってくると考えられる。乾燥帯は、雨がほとんど降らないが、熱帯では、一年中

雨がよく降ると考えられる。 
  【評価規準】  ※思考力・表現力がついているかを測る目安 
     ○ 語群の言葉をすべて使用していること。 
     ○ ①事実や②推測から、自分の考えを主張していること。 
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 「１－② 世界各地の伝統的な生活」（人々のくらしと宗教） 
  （１）本時の目標 

・世界各地の人々の生活の様子を示した資料から、人々のくらしと宗教とのかかわり等について、課題に関心をもって、

意欲的に取り組む。 

・世界各地の人々の生活の様子を示した資料から、人々のくらしと宗教とのかかわりについて、理解する。 

  （２）観点別評価規準 

・世界各地の人々の生活の様子を示した資料から、人々のくらしと宗教とのかかわり等について、課題に関心をもって、

意欲的に取り組んでいる。                         【社会的事象への関心・意欲・態度】 

・世界各地の人々の生活と様子を示した資料から、人々のくらしと宗教とのかかわり等について、理解している。 

                                     【社会的事象についての知識・理解】 

（３）準備物 

     ・ワークシート、地図帳、レポート 

（４）本時の展開（２/２） 

 
○学習活動・予想される生徒の反応 指導上の留意点 評価規準 評価方法 

導 

入 

５

分 

○世界の主な宗教の分布について考

える。（一斉：５分） 

・キリスト教は、ヨーロッパに多い。 

・イスラム教は、西アジアやアフリカ

の北部に多い。 

・仏教は、インドで生まれたが、 

 実際には、ヒンドゥー教がさかん。 

・宗教の分布図やグラフから、世

界の宗教の特色をつかむ。 

※全体で内容を確認し、説明し

て、世界の宗教の特色をつか

む。 

  

展 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

25

分 

○日本の生活と文化と宗教とのかか

わりについて考える。 

（個人：５分）（一斉：５分） 

 

 

 

 

・初詣は神社で行われる。 

・ひな祭りは、平安時代からある行事。 

・お盆は、仏教の行事 

・クリスマスは、キリスト教と 

 関係がある。 

 

 

 

 

○日本人と宗教とのかかわりを考え

る。 

（個人：5分）→（グループ：10分） 

 

 

 

 

 

 

・日本人は宗教に対するこだわりがな

い。 

・明治時代の文明開化の影響があるか

ら、いろいろな宗教が生活の中に、

入っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「努力を要する」生徒について

は、資料と年中行事との結びつ

きを先にさせるようにする。 

・「十分に満足できる」生徒には、

歴史的な背景のあるものを考

えさせる。 

※ 年中行事と写真をもとに、宗教

との結びつきを具体的にとら

えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「努力を要する」生徒について

は、グループ協議での協議も参

考にさせる。 

・「十分に満足できる」生徒につ

いては、いろいろな宗教が受け

入れられた背景についても考

えさせる。 

※ 自分が大切にしたい意見につ

いて、内省し、他者の意見を

参考にしながら、自分なりの

結論へと導いていく。 

・世界各地の人々の生活 

 と様子を示した資料か 

ら、人々のくらしと宗 

教とのかかわり等について、

解している。 

【社会的事象についての 

知識・理解】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・世界各地の人々の生活の様

子を示した資料から、人々

のくらしと宗教とのかかわ

り等について、課題に関心

をもって、意欲的に取り組

んでいる。 

【社会的事象への 

関心・意欲・態度】 

 

行動観察 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動観察 

レポート 

ま

と

め 

20 

分 

○自分の考えをレポートにまとめる。 

 

 

・グルーでの意見交流などを振り

返り、最終的な自分の考えをレ

ポートにまとめる。 

  

 

 日本の主な年中行事は、どのような宗教とかかわりがあ

りますか。  （※ 記述的知識：常識的な構成要素） 

 日本人の生活の中に、さまざまな宗教に関係する行事が

存在しているのは、なぜだと思いますか。 
（グループで、意見交流をしながら、自分の考えを振り返る。） 

（※ 規範的知識：理由付け、結論） 
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ワークシート②   世界各地の伝統的な生活 （生徒用） 

２年   名前（         ）          

１ 日本人の生活と宗教 

 ［作業 ①］【知識・理解】 

  ○次の言葉や写真は、日本のおもな年中行事などについて述べたものです。 

   それぞれの行事の設問に合った写真と宗教名を記号から選び、（   ）の中に書き

なさい。 ただし、宗教と関係のないものには、／線を書きなさい。 

 

① １月 初詣・門松・おせち料理………………  写真（   ）、宗教（   ） 

② ２月  節分……………………………………… 写真（   ）、宗教（   ） 

③ ３月  ひな祭り…………………………………  写真（   ）、宗教（   ） 

④ ５月 たんごの節句……………………………  写真（   ）、宗教（   ） 

⑤ ７月 七夕………………………………………  写真（   ）、宗教（   ） 

⑥ ８月 お盆……………………………………… 写真（   ）、宗教（   ） 

⑦ 11月  七五三…………………………………… 写真（   ）、宗教（   ） 

⑧ 12月 クリスマス……………………………… 写真（   ）、宗教（   ） 

⑨ 結婚式 １………………………………………  写真（   ）、宗教（   ） 

⑩ 結婚式 ２……………………………………… 写真（   ）、宗教（   ） 

 

  （⑨と⑩は、順不同でもＯＫ。ただし、写真と宗教の組み合わせは一致していること。） 

 

 [宗教]   Ａ．神道、  Ｂ．仏教   Ｃ．キリスト教 

ア   イ   ウ   

 

エ     オ    カ   
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キ  ク   ケ  

コ   

  
参考資料 

http://images.pingmag.jp/images/article/hina01.jpg（ひな祭り） 
http://www.flickr.com/photos/yokohama67yoko/388683426/（クリスマスツリー） 
http://www.nagoya-yomeiri.jp/?m=201102&cat=3（神前結婚式） 
http://hibakama.seesaa.net/article/66138392.html（七五三） 
http://chibikro.blog.so-net.ne.jp/2007-07-04（七夕） 
http://www.wanoa.com/articles/1657/（初詣） 
http://www.suginamigaku.org/content_disp.php?c=44e00a25350b1...（盆踊り） 
http://susono.jugem.jp/?eid=119（節分） 
http://kobe-mari.maxs.jp/kamikawa/greenecho_kasagata.htm（こいのぼり） 
http://zexy.net/wedding/exp/c_7770043801/s_0000013674（チャペル結婚式） 
 

http://images.pingmag.jp/images/article/hina01.jpg�
http://www.flickr.com/photos/yokohama67yoko/388683426/�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12049favp/EXP=1317812442;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjU1B1X1l1SHUxNnFqSkp4ZzE1SkhLR0lRb2Q1RUF2LUQxWm5Tdkp2Sm9zbU5BVS10ZkRmbUVYMXNVBHADNTdXUTVhbWE1YnlQNDRDQTQ0Q0E1NldlNVltTgRwb3MDMzAwBHNlYwNzaHcEc2xrA3Jy/*-http%3A/www.nagoya-yomeiri.jp/?m=201102&cat=3�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=124e73dc9/EXP=1317812623;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUnprbUt3cUxVbThEZVJKSWFBaHpCYms2MjZ2UHQ2LUEtaHpYZ3dGQkg3N1czY0oyWFNtTWxPVHdnBHADNUxpRDVMcVU1TGlKBHBvcwMxMjAEc2VjA3NodwRzbGsDcnI-/*-http%3A/hibakama.seesaa.net/article/66138392.html�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=120ilt9uq/EXP=1317812713;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMQRvaWQDYnV6emYwMWcyazN2SUI4OW8EcAM1TGlENWFTVgRwb3MDNQRzZWMDc2h3BHNsawNycg--/*-http%3A/chibikro.blog.so-net.ne.jp/2007-07-04�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=11n4o03kr/EXP=1317812789;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUWhIYXNoeXd5QUlBYU5iSFlyclR6cXdUUjJ2UktXMkdSeVRxYXBSRzdwMThwU3piXzBmY2twTzRzBHADNVlpZDZLbWoEcG9zAzY1BHNlYwNzaHcEc2xrA3Jy/*-http%3A/www.wanoa.com/articles/1657/�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12k5b81m2/EXP=1317812870;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMQRvaWQDYnV6ejc5azJlN0xxYTFqdmFVBHADNTV1RzZMaUs0NEtLBHBvcwMxBHNlYwNzaHcEc2xrA3Jy/*-http%3A/www.suginamigaku.org/content_disp.php?c=44e00a25350b1&n=6�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=11jc48l8l/EXP=1317858894;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMQRvaWQDYnV6ejBkYzJrTUdHcmphbFkEcAM1Ni5BNVlpR0lPaXhodU9CdnVPQmpRLS0EcG9zAzE4BHNlYwNzaHcEc2xrA3Jy/*-http%3A/susono.jugem.jp/?eid=119�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12cvcl57p/EXP=1317859074;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMQRvaWQDYnV6emJlSDlZTzFFM3FablEEcAM0NEdUNDRHRTQ0R3U0NEc4NDRLSwRwb3MDNjYEc2VjA3NodwRzbGsDcnI-/*-http%3A/kobe-mari.maxs.jp/kamikawa/greenecho_kasagata.htm�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=129f98gaf/EXP=1317859788;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjVDFZeTVzdV8yUUFuUzBrYTA5LWw3N3BIUmFkRlU0OHNmVEFiWEJseXpNSm9oZGFGT1pHU0tUbW5vBHADNTdXUTVhbWE1YnlQSU9PRGdlT0RvLk9EbXVPRHEuT0FnT09BZ09hTW1lVzhqLk9BZ09lVXUuV0Rqdy0tBHBvcwMyMzQEc2VjA3NodwRzbGsDcnI-/*-http%3A/zexy.net/wedding/exp/c_7770043801/s_0000013674�
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ワークシート②   世界各地の伝統的な生活 （教師用） 

（発問・解答・評価規準） 

           
１ 日本人の生活と宗教 

 ［作業 ①］【知識・理解】 

  ○次の言葉や写真は、日本のおもな年中行事などについて述べたものです。 

   それぞれの行事の設問に合った写真と宗教名を記号から選び、（   ）の中に書き

なさい。 ただし、宗教と関係のないものには、／線を書きなさい。 

 

① １月 初詣・門松・おせち料理………………  写真（カ）、宗教（Ａ） 

② ２月  節分……………………………………… 写真（ク）、宗教（Ａ） 

③ ３月  ひな祭り…………………………………  写真（ア）、宗教（Ａ） 

④ ５月 たんごの節句……………………………  写真（ケ）、宗教（Ａ） 

⑤ ７月 七夕………………………………………  写真（オ）、宗教（／） 

⑥ ８月 お盆……………………………………… 写真（キ）、宗教（Ｂ） 

⑦ 11月 七五三…………………………………… 写真（エ）、宗教（／） 

⑧ 12月 クリスマス……………………………… 写真（イ）、宗教（Ｃ）  

⑨ 結婚式 １………………………………………  写真（ウ）、宗教（Ａ） 

⑩ 結婚式 ２……………………………………… 写真（コ）、宗教（Ｃ）  

 

 （⑨と⑩は、順不同でもＯＫ。ただし、写真と宗教の組み合わせは一致していること。） 

 

 

 [宗教]   Ａ．神道、  Ｂ．仏教   Ｃ．キリスト教 

ア   イ   ウ   

 

エ     オ    カ   
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キ  ク   ケ  

コ   

  
参考資料 

http://images.pingmag.jp/images/article/hina01.jpg（ひな祭り） 
http://www.flickr.com/photos/yokohama67yoko/388683426/（クリスマスツリー） 
http://www.nagoya-yomeiri.jp/?m=201102&cat=3（神前結婚式） 
http://hibakama.seesaa.net/article/66138392.html（七五三） 
http://chibikro.blog.so-net.ne.jp/2007-07-04（七夕） 
http://www.wanoa.com/articles/1657/（初詣） 
http://www.suginamigaku.org/content_disp.php?c=44e00a25350b1...（盆踊り） 
http://susono.jugem.jp/?eid=119（節分） 
http://kobe-mari.maxs.jp/kamikawa/greenecho_kasagata.htm（こいのぼり） 
http://zexy.net/wedding/exp/c_7770043801/s_0000013674（チャペル結婚式） 
 

【評価規準】 
 

20～16 問正解・・・Ａ 

15～ 7 問正解・・・Ｂ 

６問以下の正解・・Ｃ 

http://images.pingmag.jp/images/article/hina01.jpg�
http://www.flickr.com/photos/yokohama67yoko/388683426/�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12049favp/EXP=1317812442;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjU1B1X1l1SHUxNnFqSkp4ZzE1SkhLR0lRb2Q1RUF2LUQxWm5Tdkp2Sm9zbU5BVS10ZkRmbUVYMXNVBHADNTdXUTVhbWE1YnlQNDRDQTQ0Q0E1NldlNVltTgRwb3MDMzAwBHNlYwNzaHcEc2xrA3Jy/*-http%3A/www.nagoya-yomeiri.jp/?m=201102&cat=3�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=124e73dc9/EXP=1317812623;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUnprbUt3cUxVbThEZVJKSWFBaHpCYms2MjZ2UHQ2LUEtaHpYZ3dGQkg3N1czY0oyWFNtTWxPVHdnBHADNUxpRDVMcVU1TGlKBHBvcwMxMjAEc2VjA3NodwRzbGsDcnI-/*-http%3A/hibakama.seesaa.net/article/66138392.html�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=120ilt9uq/EXP=1317812713;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMQRvaWQDYnV6emYwMWcyazN2SUI4OW8EcAM1TGlENWFTVgRwb3MDNQRzZWMDc2h3BHNsawNycg--/*-http%3A/chibikro.blog.so-net.ne.jp/2007-07-04�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=11n4o03kr/EXP=1317812789;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUWhIYXNoeXd5QUlBYU5iSFlyclR6cXdUUjJ2UktXMkdSeVRxYXBSRzdwMThwU3piXzBmY2twTzRzBHADNVlpZDZLbWoEcG9zAzY1BHNlYwNzaHcEc2xrA3Jy/*-http%3A/www.wanoa.com/articles/1657/�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12k5b81m2/EXP=1317812870;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMQRvaWQDYnV6ejc5azJlN0xxYTFqdmFVBHADNTV1RzZMaUs0NEtLBHBvcwMxBHNlYwNzaHcEc2xrA3Jy/*-http%3A/www.suginamigaku.org/content_disp.php?c=44e00a25350b1&n=6�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=11jc48l8l/EXP=1317858894;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMQRvaWQDYnV6ejBkYzJrTUdHcmphbFkEcAM1Ni5BNVlpR0lPaXhodU9CdnVPQmpRLS0EcG9zAzE4BHNlYwNzaHcEc2xrA3Jy/*-http%3A/susono.jugem.jp/?eid=119�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12cvcl57p/EXP=1317859074;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMQRvaWQDYnV6emJlSDlZTzFFM3FablEEcAM0NEdUNDRHRTQ0R3U0NEc4NDRLSwRwb3MDNjYEc2VjA3NodwRzbGsDcnI-/*-http%3A/kobe-mari.maxs.jp/kamikawa/greenecho_kasagata.htm�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=129f98gaf/EXP=1317859788;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjVDFZeTVzdV8yUUFuUzBrYTA5LWw3N3BIUmFkRlU0OHNmVEFiWEJseXpNSm9oZGFGT1pHU0tUbW5vBHADNTdXUTVhbWE1YnlQSU9PRGdlT0RvLk9EbXVPRHEuT0FnT09BZ09hTW1lVzhqLk9BZ09lVXUuV0Rqdy0tBHBvcwMyMzQEc2VjA3NodwRzbGsDcnI-/*-http%3A/zexy.net/wedding/exp/c_7770043801/s_0000013674�
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課題についてのレポートを書こう    

2 年 名前（            ） 
問１ 

日本では、生活の中にいろいろな宗教が取り入れられていますが、日本人にとっての宗教は

どのような存在だと考えますか。 

 

①最初の自分の意見（5 分）  ②グループで参考になった意見 

                      

 

 

③最終的な自分の意見（結論） 

★ 条件：これらの語群を使いましょう。     [日本人・宗教］ 
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  「２ 日本の伝統的な生活」 

  （１）本時の目標 

・日本の伝統的なくらしの特色について、意欲的に課題を追究する。 

・ドイツと日本の食事を比較し、その背景について多面的・多角的に考察する。 

  （２）観点別評価規準 

・日本の伝統的なくらしの特色について、意欲的に課題を追究している。     【社会的事象への関心・意欲・態度】 

・ドイツと日本の食事を比較し、その背景について多面的・多角的に考察している。   【社会的な思考・判断・表現】 

（３）準備物 

・ワークシート、写真資料（生徒の住んでいる地域の住居を撮影したもの）、読み取りテスト 

（４）本時の展開（１/１） 

 ○学習活動・予想される生徒の反応 指導上の留意点 評価規準 評価方法 

導 

入 

５

分 

○日本の伝統的な住まいについて考え

る。（一斉：５分） 

・入母屋が多い。 

・寄席棟は、学校の近くには、ほとん

ど見られない。 

・自分たちの住んでいる地域に

は、どのような形の住宅の屋根

が多いかを考える。 

※生徒の住んでいる地域は、入母

屋が多いことに気付かせ、実際

に日本全体では、どのような分

布になっているのか、次の課題

につなげる。 

  

展 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

35

分 

 

○日本の家の特徴について考える。 

【調べ学習】 

（個人：10分）→（一斉：５分） 

 

 

 

 

・雨の流れが良いために、梅雨や夏場

に雨が多い太平洋側の気候に向いて

いる。 

・東アジアの寺院でよく見られる。 

・「入母屋」は、もっとも格式が高いと

され、奈良時代や平安時代に政治の

中心となっていた近畿地方に多く見

られる。 

 

 

 

○日本人の伝統的な食生活の特色につ

いて考える。 

（個人：5分）（グループ：15分） 

 

 

 

 

・ドイツは、麦やジャガイモといった

穀物、日本は米が主体となってい

る。 

・動物性のたんぱく質が多い。 

・日本は、海に面しているので、魚を

よく食べる。 

・気候や昔からのくらし方の影響を受

けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「努力を要する」生徒について

は、調べる際の検索方法やポイ

ントを説明する。 

・「十分に満足できる」生徒には、

「寄棟」や「入母屋」といった

特徴をもつ、歴史的な建造物に

ついて調べさせる。 

※ 気候や時代背景をつかみ、そ

こから分析する。インターネット

等の活用で、事実を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「努力を要する」生徒について

は、日本人がよく食べているも

のに注目させる。 

・「十分に満足できる」生徒につ

いては、フィリピンなどの海洋

国にも注目させ、自分の考えを

検証させる。 

※ フィリピンなど、日本と同じよう

な地理的、気候的な特徴を持つ

国々では、同じような食生活が

見られるかどうかで検証する。 

・日本の伝統的なくらしの特

色について、意欲的に課題

を追究している。 

【社会的事象への 

関心・意欲・態度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ドイツと日本の食事を比較

し、その背景について多面

的・多角的に考察している。  

【社会的な思考・判断・表現】 

 

行動観察 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動観察 

ワークシート 

ま

と

め 

10

分 

○テストをする。 

 

・本時の学習についての確認をす

る 

読み取りテスト  

 

 日本の伝統的な住宅の屋根の形に着目すると、なぜ「寄

棟」は太平洋側、「入母屋」は近畿地方に多いのか。 
（※ 目的・手段に関する分析的知識：状況認識、目的） 

 ドイツと日本の伝統的な食事を比較し、日本の食事が、

なぜそのような特色をもつのか、その背景を説明しなさ

い。    （※ 説明的知識：原因、具体的事例） 
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ワークシート③   日本の伝統的な生活 （生徒用） 

２年   名前（         ）          

１ 日本各地の伝統的な住まいの特色 

 ［作業 ①］【関心･意欲・態度】 
   ○（調べてみよう） 

   日本の伝統的な住宅の屋根の形に着目すると、なぜ「寄棟」は太平洋側、「入母屋」は近畿地方

に多いのか。調べて分かりやすく説明しなさい。 
 

○「寄棟」は太平洋側に多い。 

理由： 

○「入母屋」は近畿地方に多い。 

理由： 

 
２ 日本人の伝統的な食生活の特色 

 ［作業 ②］【思考・判断・表現】   

『ドイツと日本の伝統的な食事の比較』 

  ドイツ 日本 
食

材 
動物性 牛、豚、にわとり 魚 
植物性 じゃがいも 米、麦 

食器 ナイフ、フォーク、皿 はし、茶わん、皿 
主食 主食、副食の区別なし 米 
おもな料理 パン、ソーセージ、 

ジャーマンポテト 
ご飯、干物、すし、天ぷら 

飲み物 ビール 日本酒 
 
問： 

 

 

 

 

 

 

参考資料：新しい社会 地理」東京書籍 
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ワークシート③   日本の伝統的な生活 （教師用）          

（発問・解答・評価規準） 

１ 日本各地の伝統的な住まいの特色  

 ［作業 ①］【関心･意欲・態度】 

○ 関心･意欲・態度のとらえ方 

 「日本の伝統的な生活」という学習課題に対する関心の高まりを総合的にとらえる。この学習では、

学習課題について調べた内容をワークシートへ記入し、その記入内容から課題について考察しよう 

としているかを評価する。 

  （参考資料：『評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料（中学校社会科）』 

国立教育政策研究所 教育課程研究センターより） 

○ 調べてみよう 

   日本の伝統的な住宅の屋根の形に着目すると、なぜ「寄棟」は太平洋側、「入母屋」は近畿地方

に多いのか。調べて分かりやすく説明しなさい。 

  （記入例） 

○「寄棟」は太平洋側に多い。 

理由： 

寄棟屋根は雨の流れがよいという特徴があ

り、梅雨や夏に雨が多い太平側に多くみられ

る。 

○「入母屋」は近畿地方に多い。 

理由： 

 入母屋は、もっとも格式が高い屋根として位

置づけられ、法隆寺や平安神宮といったところ

でも見られる。近畿地方は、奈良時代や平安時

代に、政治の中心となっていた歴史があるため、

その時代に建てられた建物の多くは、入母屋で

建てられている。近畿地方に入母屋が、多く見

られるのは、そういった背景が考えられる。 

 
２ 日本人の伝統的な食生活の特色 
  ［作業 ②］【思考・判断・表現】 

『ドイツと日本の伝統的な食事の比較』 

  ドイツ 日本 
食

材 
動物性 牛、豚、にわとり 魚 
植物性 じゃがいも 米、麦 

食器 ナイフ、フォーク、皿 はし、茶わん、皿 
主食 主食、副食の区別なし 米 
おもな料理 パン、ソーセージ、 

ジャーマンポテト 
ご飯、干物、すし、天ぷら 

飲み物 ビール 日本酒 
 参考資料：新しい社会 地理」東京書籍 
 

問：ドイツと日本の伝統的な食事を比較し、日本の食事が、なぜそのような特色をもつのか、その背

景を説明しなさい。  
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（単元の評価規準） 

 世界各地の人々の生活と環境の多様性を、自然及び社会的条件と関連付け、人々の生活の様子とその

変容を基に多面的・多角的に考察し、その過程や結果を適切に表現している。 

 
  ［◎評価規準をもとに、Ｂ評価になる場合］ 

 ドイツの伝統的な食事が牛や豚といったものや、主食や副食の区別はなく、麦やじゃがいもといったもの

が中心となっている。一方、日本では昔から農耕や漁が中心となっているため、米が主食で、魚介類をよ

く食べるという特色を持っている。 

［◎評価規準をもとに、Ｂ評価になる根拠］ 

    ・ドイツ、日本の食材の違いを比較していること。 

    ・日本の自然条件を背景とした歴史的な内容について述べていること。 

 

  ［◎評価規準をもとに、Ａ評価になる場合］ 

ドイツの伝統的な食事が牛や豚といったものや、主食や副食の区別はなく、麦やじゃがいもといったもの

が中心となっている。一方、日本では昔から農耕や漁が中心となっているため、米が主食で、魚介類をよ

く食べるという特色を持っている。日本のこのような特色は、日本が温暖で島国であることに起因してい

ると考えられる。食生活には、気候や地理的な自然条件に影響される。 

［◎評価規準をもとに、Ａ評価になる根拠］ 

    ・自然条件と食生活との関連についてふれている。 

 

  ［◎評価規準をもとに、Ｃ評価になる場合］ 

 ドイツの伝統的な食事が牛や豚といったものや、主食や副食の区別はなく、麦やじゃがいもといったもの

が中心となっている。一方、日本では米が主食で、魚介類をよく食べるという特色を持っている。 

［◎評価規準をもとに、Ｃ評価になる根拠］ 

    ・ドイツと日本の比較をしているだけで、その背景について示していない。 
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資料からの読み取りテスト ２ 

2 年 名前（            ） 

『ドイツと日本の伝統的な食事の比較』 

  ドイツ 日本 
食

材 
動物性 牛、豚、にわとり 魚 
植物性 じゃがいも 米、麦 

食器 ナイフ、フォーク、皿 はし、茶わん、皿 
主食 主食、副食の区別なし 米 
おもな料理 パン、ソーセージ、 

ジャーマンポテト 
ご飯、干物、すし、天ぷら 

飲み物 ビール 日本酒 
 
問１ ドイツと日本の伝統的な食事について、問いにしたがって記入しなさい。 

 

①資料から見つけた事実  ②事実から推測されること 

           

 

 

 

 

           

 

③日本の食事の特色についての自分の考え（結論） 

★ 条件：これらの語群を使いましょう。    [日本の伝統的な食事、現代の食事］ 
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資料からの読み取りテスト ２ 

 

『ドイツと日本の伝統的な食事の比較』 

  ドイツ 日本 
食

材 
動物性 牛、豚、にわとり 魚 
植物性 じゃがいも 米、麦 

食器 ナイフ、フォーク、皿 はし、茶わん、皿 
主食 主食、副食の区別なし 米 
おもな料理 パン、ソーセージ、 

ジャーマンポテト 
ご飯、干物、すし、天ぷら 

飲み物 ビール 日本酒 
 
問１ ドイツと日本の伝統的な食事について、問いにしたがって記入しなさい。 

 

①資料から見つけた事実  ②事実から推測されること 

ドイツは、たんぱく質として肉類を

よく食べている。穀物は麦やじゃが

いもである。 
日本は、主食・副食の区別があるが

ドイツはない。 
日本は米や魚をよく食べている。         

日本は、昔から米を中心とした農耕を行っ

てきた。 
日本は島国なので、魚を食べることが多い。 

 

③日本の食事の特色についての自分の考え（結論） 

★ 条件：これらの語群を使いましょう。    [日本の伝統的な食事、現代の食事］ 
日本の伝統的な食事は米を主食とし、魚類をよく食べる。その背景は、歴史的にも農耕がさかん

で稲作をしていたことが挙げられる。また、魚をよく食べるのは日本が島国であるという地理的

な条件が背景として考えられる。 
こうした伝統的な日本の食事は、ドイツなど欧米に近いものへと変化している。現代の食事では、

パンや肉類もよく食べるようになっており、伝統的な日本の食生活は変化している。 

   【評価規準】  ※思考力・表現力がついているかを測る目安 
      ○  語群の言葉をすべて使用していること 
      ○  ①事実や②推測から、自分の生活との結びつきを基に考えを述べている。 
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  「３ 変化する生活」 
  （１）本時の目標 

・国際化の進展は、日本のくらしにどのような変化をもたらしたのか、いくつかの事例から説明する。 
・昭和 30年代の日本と現在の生活とを比べて、変化しているところを分かりやすくまとめる。 

  （２）観点別評価規準 
・国際化の進展は日本の暮らしにどのような変化をもたらしたのか、いくつかの事例から説明している。                                 

【社会的な思考・判断・表現】              

・昭和 30年代の日本と現在の生活とを比べて、変化しているところを分かりやすくまとめている。 

  【資料活用の技能】                   
（３）準備物 

・ワークシート、写真資料、視聴覚資料（DVD）、読み取りテスト 
（４）本時の展開（１/１） 

 ○学習活動・予想される生徒の反応 指導上の留意点 評価規準 評価方法 

導 

入 
５

分 

○昭和 30 年代と今の生活について考

える。（一斉:５分） 

・車を持つことが珍しい。 

・洗濯機などはあまり普及していな

い。 

・電化製品をもつことが珍しい時代だ

った。 

・視聴覚教材を使うことによっ

て、当時の人の様子をつかま

せ、次の発問につなげる。 

 

  

 
 
 
展 
 
 
 
開 
 
 
 
35

分 
 

 

○昭和 30 年代の日本の生活の様子を

考える。 

（個人：５分）（グループ：５分） 

・畳の生活。 

・いすではなく、正座で生活をしてい

た。 

・車以外にも、自転車や馬、リヤカー

もある。（歩道がない。） 

・今の電化製品と形状が異なる。 

 

 

 

 

 

○国際化による日本人のくらしの変

化について考える。 

（個人：５分）→（グループ：10分）

→（一斉：10分） 

 

 

 

 

 

 

 

・いろいろな国の食料品が売ってい

る。 

・インターネットによって、世界の情

報が簡単に手に入るようになった。 

・日本のアニメなどの文化も海外の進

出し、国家間の境が、なくなってい

るように感じる。 

・「努力を要する」生徒について

は、今の自分の生活の中には見

られない所に着目させる。 

・「十分に満足できる」生徒には、

生活様式の変化にも 

 着目させる。 

※ 写真資料や耐久消費財のグラ

フから、現在の生活との違い

を明らかにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「努力を要する」生徒について

は、身近なスーパーなど、世界

のどこでも見られる光景に着

目させる。 

・「十分に満足できる」生徒には、

海外に発信されている日本の

文化についても考えさせ、国際

化の進展についてもとらえさ

せる。 

※ 具体的な事例を示すことで、

明らかにする。 

・昭和 30年代の日本と現在の

生活とを比べて、変化して

いるところを分かりやすく

まとめている。 

【資料活用の技能】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・国際化の進展は日本の暮ら

しにどのような変化をもた

らしたのか、いくつかの事例

から説明している。                                 

【社会的な思考・判断・表現】 

 

 

行動観察 
ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
行動観察 
ワークシート 
 
 
 
 
 
 

ま

と

め

10

分 

○テストをする。 

 

・学習した内容を確認する 読み取りテスト  

 

 昭和 30 年代の写真と現在の自分たちの生活とを比べ

て、どのような変化がありますか。 
（※ 過程に関する分析的知識的分析：変化の概括） 

 輸入食料品は、日本のスーパーマーケットなどいたると

ころで見られる「国際化」を示す一例です。 
日本人の生活が「国際化」されていると感じる事例を示

しなさい。 
（※ 記述的知識：地域等の常識的な構成要素） 
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ワークシート④   変化する生活 （生徒用） 

２年   名前（         ）          

１ 昭和 30年代の日本人の生活 

 ［作業 ①］【資料活用の技能】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考資料 
 「新しい社会 地理」 東京書籍  
 

 

 

 

 

 

 
２ 国際化による日本人の生活 

 ［作業 ②］【思考・判断・表現】 

  
参考資料 
http://shop.asama-de.com/life/modules/pickup/index.php?conte... 

 

 

 

 

 

問： 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

問： 

 

 

 

 

 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12nim25nm/EXP=1317963047;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjVDF0bnJmNVU4SlV1SFUyRXd2SmJ6Qks1VVlKM01IZGR5VDVObW83ZFNSMzBveVNhM0dPVHVhWGcEcAM2THk0NVlXbDZhT2Y1cGFaNVpPQklPYVhwZWFjckNEbG03M2xob1hvc3FubG83SS0EcG9zAzcyBHNlYwNzaHcEc2xrA3Jy/*-http%3A/shop.asama-de.com/life/modules/pickup/index.php?content_id=4�
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ワークシート④   変化する生活 （教師用） 

（発問・解答・評価規準） 

１ 昭和 30年代の日本人の生活 

 ［作業 ①］【資料活用の技能】 

 
 

 

  ［◎評価規準をもとに、Ｂ評価になる場合］ 

 昭和 30 年代の家庭には、テレビや扇風機といった電化製品が普及しているが、洗濯機は手動で電話もダイヤ

ル式で、今とは大きく違っている。また車が走っている横で馬やリヤカーも走っている。エアコンや、DVD といったも

のも普及していない。 

［◎評価規準をもとに、Ｂ評価になる根拠］ 

    ・昭和 30年代と今の生活とを比較して、大きく変わっているものを取り上げている。 

    ・昭和 30年代には、まだ普及していないものについても、ふれている。 

 

  ［◎評価規準をもとに、Ａ評価になる場合］ 

 昭和 30 年代の家庭には、テレビや扇風機といった電化製品が普及しているが、洗濯機は手動で電話もダイ

ヤル式で、今とは大きく違っている。また車が走っている横で馬やリヤカーも走っている。エアコンや、DVD といっ

たものも普及していない。 

食事は、家族でそろって食べる団らんのようすがあり、今のような個別の生活とは違っている。また、畳の部屋

で、今のような洋式の生活スタイルとはことなっている。 

［◎評価規準をもとに、Ａ評価になる根拠］ 

    ・生活スタイルの変化についても取り上げている。 

 

  ［◎評価規準をもとに、Ｃ評価になる場合］ 

 昭和 30 年代の家庭には、テレビや扇風機といった電化製品が普及している。また車が走っている横で馬やリ

ヤカーも走っている。 

［◎評価規準をもとに、Ｃ評価になる根拠］ 

    ・写真の資料から分かることを述べているだけで、今の自分の生活を振り返っての比較が十分に説明

できていない。 

 
２ 国際化による日本人の生活 

 ［作業 ②］【思考・判断・表現】 

 

  ［◎評価規準をもとに、Ｂ評価になる場合］ 

 衛星放送やインターネットなどの普及によって、世界中の情報をタイムリーに得ることができる。また服装は

どこの国でも同じようなスタイルが見られ、料理についても、そこの国に行かなくても、食べることができる。 

［◎評価規準をもとに、Ｂ評価になる根拠］ 

    ・生活スタイルや自分たちの身近な所から、「国際化」の具体的な事例をいくつか挙げることができる。 

 

 

 

問： 昭和 30年代の写真と現在の自分たちの生活とを比べて、どのような変化がありますか。 

問： 輸入食料品は、日本のスーパーマーケットなどいたるところで見られる「国際化」を示す一例です。 
日本人の生活が「国際化」されていると感じる事例を示しなさい。 
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  ［◎評価規準をもとに、Ａ評価になる場合］ 

衛星放送やインターネットなどの普及によって、世界中の情報をタイムリーに得ることができる。また服装は

どこの国でも同じようなスタイルが見られ、料理についても、そこの国に行かなくても、食べることができる。 

また、すしやアニメなど、日本の文化が海外にも広まっており、国際化が進展している。 

［◎評価規準をもとに、Ａ評価になる根拠］ 

    ・外国の生活様式が日本に入ってくるだけでなく、日本の文化も海外に発信されている現状にもふれ

ている。 

 

  ［◎評価規準をもとに、Ｃ評価になる場合］ 

 衛星放送やインターネットなどの普及によって、世界中の情報をタイムリーに得ることができる。 

［◎評価規準をもとに、Ｃ評価になる根拠］ 

    ・事例の具体例の挙げ方が不十分。 
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資料からの読み取りテスト ３ 

2 年 名前（            ） 

 
問１ おもな耐久消費財の普及のグラフを見て、問いにしたがって記入しなさい。 

 

①資料から見つけた事実  ②事実から推測されること 

           

 

 

 

 

           

 

③家電製品（耐久消費財）が普及したことによる生活の変化（結論） 

★ 条件：これらの語群を使いましょう。     [家電製品、変化] 

 

 

 

 

  参考資料 「新しい社会 公民」 東京書籍 
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資料からの読み取りテスト ３ 

2 年 名前（            ） 

 
問１ おもな耐久消費財の普及のグラフを見て、問いにしたがって記入しなさい。 

 

①資料から見つけた事実  ②事実から推測されること 

１９６０年代から１９７０年代にか

けて家電製品が急速に普及してい

る。冷蔵庫や掃除機、洗濯機は 100％

近く普及している。エアコンや乗用

車電子レンジも少し遅れて普及して

いる。白黒テレビは、カラーテレビ

が普及し始めると、使われなくなっ

た。 

いろいろな家電製品が、使われてい

る。 

冷蔵庫、掃除機、洗濯機と家事にかかわっ

た電化製品が普及すると、さらに生活を便

利にする、電子レンジやエアコンや車が普

及し始めた。 

どの家にも、家電製品は普及している。 

家電製品がいろいろと買えるくらい、経済

的に豊かになっている。 

 

 

③家電製品（耐久消費財）が普及したことによる生活の変化（結論） 

★ 条件：これらの語群を使いましょう。     [家電製品、変化] 

家電製品が普及した理由は、家電製品を買えるくらいに国も国民も豊かになった。そして生活

は便利で快適なものへと変化した。それは一部の人ではなく、日本人全体的に言えることである。 

  参考資料 「新しい社会 公民」 東京書籍 

 

【評価規準】  ※思考力・表現力がついているかを測る目安 
      ○  語群の言葉をすべて使用していること 
      ○  ①事実や②推測から、家電製品の普及が与えた影響について  
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  「４ 古都（京都・奈良）に見る伝統文化」 
  （１）本時の目標 

・京都や奈良の歴史的な町並みが残っている背景について、意欲的に課題を追究する。 

・歴史的な町並みが残っている地域が、どのような取組をしているのか、理解する。 

  （２）観点別評価規準 

・京都や奈良の歴史的な町並みが残っている背景について、意欲的に課題を追究している。 

   【社会的事象への関心・意欲・態度】 

・歴史的な町並みが残っている地域が、どのような取組をしているのか、理解している。 

                                      【社会的事象についての知識・理解】                  

（３）準備物 

・ワークシート、写真資料（祇園祭、金閣寺等）、レポート 

（４）本時の展開（１/１） 

 
○学習活動・予想される生徒の反応 指導上の留意点 評価規準 評価方法 

導 

入 

７

分 

○京都や奈良にある世界遺産や伝統

的な文化などについて考える。（一

斉：７分） 

・祇園祭は平安時代から行われてい

る。 

・金閣寺は室町時代に建てられた。 

・古い町並みも残っている。 

・世界遺産や、伝統的工芸品など

を具体的に示し、 

 京都や奈良の伝統文化に関心

をもたせる。 

  

 

 

 

 

 

展 

 

 

開 

 

 

38

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○京都や奈良の世界遺産や、伝統的工

芸品について考える。 

（個人：10分）→（一斉：５分） 

 

 

 

 

 

 

・清水焼（伝統的工芸） 

・鹿角細工（伝統的工芸） 

・法隆寺（世界遺産） 

・東大寺（世界遺産） 

 

 

 

 

 

 

○景観を守るための具体的な取り組

みについて考える。 

（個人：８分）→（グループ：10分）

→（個人：5分） 

 

 

 

 

・景観条例によって、野外の広告物な

どを制限している。 

・周りの景色と調和するように配慮が

されている。 

・自然の景観を守るところにもつなが

っている。 

・個人で調べ、グループになった

時に、自分が気付いていなかっ

た世界遺産や伝統的工芸品を

記入する。 

 

 

 

 

 

・「努力を要する」生徒について

は、検索をする時のポイントと

なることを説明する。 

・「十分に満足できる生徒につい

ては、いつの頃に建てられたか

などを記入さえる。 

※ 京都･奈良、世界遺産、伝統的

工芸品を項目別に書き、伝統

文化に関わるものが多くある

ことをとらえさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「努力を要する」生徒について

は、歴史的なものが長く残って

いくためには、何が必要か考え

させる。 

・「十分に満足できる生徒につい

ては、他の都道府県に同じよう

な取り組みはないか、考えさせ

る。 

※ 法的な根拠などから、理由付

けをし、説明することができ

る。 

・京都や奈良の歴史的な町並

みが残っている背景につい

て、意欲的に課題を追究し

ている。 

【社会的事象への 

    関心・意欲・態度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・歴史的な町並みが残ってい

る地域が、どのような取組

をしているのか、理解して

いる。                                 

【社会的事象についての 

知識・理解】 

 

 

行動観察 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動観察 

ワークシート 

ま

と

め 

５

分 

○本時のまとめをする 

 

・町なみ等に関する他の地域の事

例について、説明する。 

  

 

 京都や奈良には、どのような世界遺産や伝統的工芸品が

あるのか調べてみよう。 
（※ 記述的知識：構成要素） 

 京都の自動販売機や建物は、なぜこのような工夫をして

いるのか、理由を説明しなさい。 
（※ 説明的知識：原因、結果：具体的事例） 
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ワークシート⑤   古都（京都・奈良）に見る伝統文化 （生徒用） 

２年   名前（         ）          
１ 京都や奈良の世界遺産・伝統的工芸品 

 ［作業 ①］【関心・意欲・態度】 

   ○京都や奈良にある世界遺産や伝統的工芸品には、どのようなものがあるか答なさい。 

    

 世界遺産 伝統的工芸品 

京都 

  

奈良 

  

 

２ 保存と開発 

 ［作業 ②］【知識・理解】 

     

 

問： 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料： http://orange.ap.teacup.com/machikado/70.html（木目調自販機） 

      http://blog.goo.ne.jp/diminutive-artistic-vessels/c/6e35edf3...（京都市消防局） 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=121aug9ig/EXP=1317985508;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUjNvTjd2eEptLXFVOW8wZHF6TXQ1UE1FaUwtUlZzbGtkQ2xyT3ljb1o4WloxakRrTER6QkdaTW1mZQRwAzVMcXM2WU85NWJpQ0lPaUhxdVdMbGVpeXFlV2pzdWFwbnlEbW5Lam5tNjdvcXI4LQRwb3MDMgRzZWMDc2h3BHNsawNycg--/*-http%3A/orange.ap.teacup.com/machikado/70.html�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=13aaab0n5/EXP=1317985698;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUkdvVDhtYUpLTW1BSW81czlJcktzbElfRzNjYnBraXQ3dWdpVUxOYk5aTDZINVo3MF9FN0NMSTMxLQRwAzVwbXY2S2F6NDRHcjZZV041b1d1NDRHWDQ0R2ZJT09EbnVPRHMuT0N0Lk9EcC5PRHN5RGt1cXpwZzczbHVJSS0EcG9zAzExBHNlYwNzaHcEc2xrA3Jy/*-http%3A/blog.goo.ne.jp/diminutive-artistic-vessels/c/6e35edf3a83cbf1e4f28ea670c590535/1�
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ワークシート⑤   古都（京都・奈良）に見る伝統文化 （教師用） 

（発問・解答・評価規準） 

１ 京都や奈良の世界遺産・伝統的工芸品 

 ［作業 ①］【関心・意欲・態度】 

   ○京都や奈良にある世界遺産や伝統的工芸品には、どのようなものがあるか答なさい。 

     ※ 調べる個数などの目安は、生徒の状況に応じて指示する。 

    世界遺産 伝統的工芸品 

京都 

  

奈良 

  

 

２ 保存と開発 

 ［作業 ②］【知識・理解】 

     
 

問： 京都の自動販売機や建物は、なぜこのような工夫をしているのか、理由を説明しなさい。 

 

【評価の観点】（調べ学習：記述内容によって判断） 

 ○評価規準Ｂとなる根拠 

   ・根拠となる条例などが、書かれていること。 

   ・景観を守るための取り組みであることなど、理由があること。 

 

○評価規準Ａとなる根拠 

   ・上記以外に、他の都道府県などの同じような取り組みについて明記させている。 

 

○評価規準Ｃとなる根拠 

   ・理由付けや、根拠となる説明があいまいである。 

参考資料： http://orange.ap.teacup.com/machikado/70.html（木目調自販機） 

      http://blog.goo.ne.jp/diminutive-artistic-vessels/c/6e35edf3...（京都市消防局） 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=121aug9ig/EXP=1317985508;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUjNvTjd2eEptLXFVOW8wZHF6TXQ1UE1FaUwtUlZzbGtkQ2xyT3ljb1o4WloxakRrTER6QkdaTW1mZQRwAzVMcXM2WU85NWJpQ0lPaUhxdVdMbGVpeXFlV2pzdWFwbnlEbW5Lam5tNjdvcXI4LQRwb3MDMgRzZWMDc2h3BHNsawNycg--/*-http%3A/orange.ap.teacup.com/machikado/70.html�
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=13aaab0n5/EXP=1317985698;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUkdvVDhtYUpLTW1BSW81czlJcktzbElfRzNjYnBraXQ3dWdpVUxOYk5aTDZINVo3MF9FN0NMSTMxLQRwAzVwbXY2S2F6NDRHcjZZV041b1d1NDRHWDQ0R2ZJT09EbnVPRHMuT0N0Lk9EcC5PRHN5RGt1cXpwZzczbHVJSS0EcG9zAzExBHNlYwNzaHcEc2xrA3Jy/*-http%3A/blog.goo.ne.jp/diminutive-artistic-vessels/c/6e35edf3a83cbf1e4f28ea670c590535/1�
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  「５ 独自の生活文化をもつ沖縄」 
  （１）本時の目標 

・沖縄の自然などについて述べた資料から、沖縄の生活や文化についてまとめる。 

・沖縄の自然、文化、産業などについて、その特色を理解する。 

  （２）観点別評価規準 

・沖縄の自然などについて述べた資料から、沖縄の生活や文化についてまとめている。 

    【資料活用の技能】 

・沖縄の自然、文化、産業などについて、その特色を理解している。 

                              【社会的事象についての知識・理解】                       

（３）準備物 

・ワークシート、写真、資料、視聴覚教材 

（４）本時の展開（１/１） 

 
○学習活動・予想される生徒の反応 指導上の留意点 評価規準 評価方法 

導 

入 

７

分 

○沖縄の独自の文化にふれる。 

(一斉：７分) 

・琉球舞踊、自然等を見る（DVD） 

・沖縄料理 

・沖縄の音楽や生活を知ること

で、独自の文化が発発展してい

ることをイメージさせる。 

  

展 

 

 

 

開 

 

28

分 

○沖縄の生活文化を理解する。 

（個人：５分）→（グループ：５分）

→）（一斉：３分） 

 

 

 

・１５世紀に琉球王国が成立。 

・１７世紀に薩摩藩の支配を受ける。 

・明治時代に日本の領土なり、沖縄県

となる。 

・アメリカの軍政下のもと、その後、

日本に復帰。 

 

 

 

○沖縄の自然と産業について考える。 

（個人：５分）→（グループ：５分）

→（一斉：5分） 

 

 

 

 

 

・高知県より温暖である。 

・高知県も沖縄も台風がよく通る。 

・さとうきびやパイナップル、花の栽

培がさかん 

・さんご礁を生かした観光がさかん。 

 

 

 

 

 

 

・「努力を要する」生徒について

は、時代ごとに区切って整理し

ながら課題に取り組ませる。 

・「十分に満足できる」生徒につ

いては、時代ごとに沖縄の変容

つかませ、文化との関連を図ら

せる。 

※ 資料を使い、歴史的な背景に

限定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「努力を要する」生徒について

は、地図帳などの資料を十分に

活用させる。 

・「十分に満足できる」生徒につ

いては、住居の工夫や農業の工

夫の仕方について考えさせる。 

※ 比較させることによって特色を

明確につかませる。 

・沖縄の自然などについて述

べた資料から、沖縄の生活

や文化についてまとめてい

る。 

【資料活用の技能】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・沖縄の自然、文化、産業な 

  どについて、特色を理解し 

ている。                                 

【社会的事象についての 

  知識・理解】 

 

 

行動観察 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動観察 

ワークシート 

ま

と

め 

15

分 

○自分の考えをレポートにまとめる。 

 

 

・グループでの意見交流などを振

り返り、自分の考えをレポート

にまとめる。 

レポート  

 
 

 沖縄の生活文化にはどのような特色がありますか。 
（※ 記述的知識：構成要素） 

 高知県と沖縄県を比較し、沖縄県の特色をつかみなさ

い。 
（※ 記述的知識：地域などの常識的な構成要素） 
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ワークシート⑥   独自の生活文化をもつ沖縄 （生徒用） 

２年   名前（         ）          
１ 沖縄の生活文化を考える 

 ［作業 ①］【資料活用の技能】 

   ○交流によって築かれた沖縄の生活文化についてまとめよう。 

   

  15世紀   （室町時代）………（      ）王国の成立 

                 建国した一族（    ） 

  17世紀はじめ（江戸時代）……（    ）藩の支配を受ける 

  19世紀   （明治時代）……琉球王国→ 琉球藩→ （    ）県となる 

  20世紀   （昭和時代）……1945年 沖縄戦。多くの住民がなくなる。（      ）の統治下に 

                入る。（       ）年、日本に復帰する。 

 

２ 沖縄の自然と産業 

  ［作業 ②］【知識・理解】 

    ○高知県の自然と比べながら沖縄県の特色をつかみましょう。 

 項 目 高知県 沖縄県 

気候帯 温帯、台風がよく来る （    ）帯、台風は           

農業 

稲作がさかん 

園芸農業：促成栽培（なす、ピーマン、きゅう 

りなど） 

稲作は（                ） 

園芸農業： 

（                   ） 

観光資源 （                   ） （                   ） 

 

○沖縄が発展していくためには、特色をどのように活用したらいいですか。 
 自分の意見を書きなさい。 

③これからの沖縄 

★条件：自分が学習して知ったことを、具体的に入れていること。  
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ワークシート⑥   独自の生活文化をもつ沖縄 （教師用） 

 （解答・評価規準） 

１ 沖縄の生活文化を考える 

 ［作業 ①］【資料活用の技能】 

   ○交流によって築かれた沖縄の生活文化についてまとめよう。 

   

  15世紀   （室町時代）……（ 琉球 ）王国の成立 

                 建国した一族（ 尚氏 ） 

  17世紀はじめ（江戸時代）……（ 薩摩 ）藩の支配を受ける 

  19世紀   （明治時代）…… 琉球王国→ 琉球藩→ （ 沖縄 ）県となる 

  20世紀   （昭和時代）…… 1945年 沖縄戦。多くの住民がなくなる。（ アメリカ ）の統治下に 

                  入る。（ 1972 ）年、日本に復帰する。 

２ 沖縄の自然と産業 

  ［作業 ②］【知識・理解】 

    ○高知県の自然と比べながら沖縄県の特色をつかみましょう。 

 項 目 高知県 沖縄県 

気候帯 温帯、台風がよく来る （ 亜熱 ）帯、台風は よく来る           

農業 

稲作がさかん 

園芸農業：促成栽培（なす、ピーマン、きゅう 

りなど） 

稲作は（ ほとんど行われない ） 

園芸農業： 

（さとうきび、パイナップル、花 ） 

観光資源 （四万十川、桂浜、坂本竜馬、ほか） さんご礁、琉球文化、首里城、ほか 

 

○沖縄が発展していくためには、特色をどのように活用したらいいですか。 
 自分の意見を書きなさい。（テストとかねて実施することもできる。） 

③これからの沖縄 

★条件：自分が学習して知ったことを、具体的に入れていること。     
  【評価規準】 
    ① 沖縄の文化や食文化などの特性を明記していること。 
    ② 学習した内容を組み込んで、表現していること。 

  （評価記入例） 
  15世紀の沖縄は、琉球王国という一つの独立国であった。この国は尚氏が建国し、この当時残された首都

（首里城）は、世界遺産になっている。三線の楽器を使った音楽や、ゴーヤなどを食文化など、沖縄は独自の

生活文化をもっている。また一方、第二次世界大戦の末期には、日本で唯一の戦場となり、多くの犠牲者が

でた。その後アメリカの軍政下に置かれたため、1972 年に独立するまで、沖縄の生活文化にアメリカの生活

文化が新たな要素として加わった。 

  気候的には亜熱帯なので、周囲の海にはさんご礁が広がり、亜熱帯の植物も茂っている。水はけの良い土

地が多いので、稲作はほとんど行われず、パイナップルやさとうきび、花が生産されおり、産業の面でも特色が

ある。 

  沖縄は、琉球王国など他の都道府県には見られない歴史、食文化がある、また、亜熱帯の気候など、自然

と独自のくらしを生かした産業が期待される。 

【評価規準】 ①と②の合計数 
 12問～10問・・Ａ 
  9問～ 5問・・Ｂ 
  ４問以下・・・Ｃ 
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◆世界の様々な地域の調査（計画：6 時間） 

 「１ テーマを決め、仮説を検証する」（3 時間） 

  (1) 本時の目標 

    ・世界の生活や文化に関する調査について、意欲的に課題を追究する。 

     ・世界の生活や文化に関する調査について、地図や文献、インターネット情報等の諸資料を読み取り、有効

に活用する。 

  (2) 観点別評価規準 

    ・世界の生活や文化に関する調査について、意欲的に課題を追究している。     【関心・意欲・態度】 

・世界の生活や文化に関する調査について、地図や文献、インターネット情報等の諸資料を読み取り、有効

に活用している。                               【資料活用の技能】 

(3) 準備物   ワークシート、地図帳、新聞、旅行のガイドブック、振り返りカード 

(4) 本時の展開（3 時間） 

 ○学習活動・予想される生徒の反応 指導上の留意点 評価規準 評価方法 

導 

入 

○ウェビング・マップで、「自分たち

の学校」について考えよう。（一斉：

20 分） 

・自由にイメージさせ、ウェビン

グ・マップの手法を理解させる。 

  

展 
 
 
 

開 

○調査テーマを決め、仮説を立てる。

（全体→個人） 

 

 

①自然（気候・地形など）とのかかわ

り 

②社会（人口・交通・産業）とのかか

わり 

③歴史的な背景 

④他地域との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自分の仮説を検証する計画を立て

よう。 

 

 

・自分の考えを仮説にまとめる。 

・仮説を検証するための計画を立て

る。 

・仮説の検証に必要な資料を集める。 

 

 
 
 
 
※資料が集まる見込みがある

のか、テーマは具体的か、ま

とめる時に地図化が可能で

あるかを判断基準にさせる。 

※ 仮説を立てることによっ

て、調査の方向性を決める。 

・「努力を要する」生徒につい

ては、自由な発想で書かせ

る。 
・「十分に満足できる」生徒に

は、そこから浮かび上がる疑

問をいくつも書かせる。 
 

 

 

 

※ 事実を調べ、自分の仮説を

検証できるような計画を立

てさせ、調べさせる。 

・「努力を要する」生徒につい

ては、ウェビング・マップを

参考にさせる。 
・「十分に満足できる」生徒に

は、検証できる仮説なのか、

考えさせる。 

・世界の生活や文化

に関する調査につ

いて、意欲的に課

題 を 追 究 し て い

る。 

【関心・意欲・態度】 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

・世界の生活や文化

に関する調査につ

いて、地図や文献、

インターネット情

報等の諸資料を読

み取り、有効に活

用している。 

【資料活用の技能】 
 

行動観察 
ワークシー

ト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
行動観察 
ワークシー

ト 
 

ま

と

め 

○「振り返りカード」に記入する。 ・自分がこの時間で学習したこ

とを書かせる。 
・自分の思ったこと、分からな

かったことなども書かせる。 

  

 

自分の関心のあることを中心にウェビング・マップを

つくって、仮説を立てよう。（※ 概念的知識：原因と結果） 

仮説を検証するための調査計画を立て、調べていこう。
（※ 規範的知識：理由付けをし、データーによる結論を出す。） 
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ワークシート⑦   世界の様々な地域の調査 （生徒用） 

２年   名前（         ）          
１ テーマを考えよう 

  ［作業 ①］【関心・意欲・態度】 

 ○自分の興味や関心があることで、ウェビング・マップをつくり、疑問に思うことを見つけてみよう。 

☆ウェビング・マップ 

☆疑問に思ったことを書こう 

 

 

 

 

   

 

 

☆仮説を立ててみよう 
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２ 調査計画を立てよう 

［作業 ②］【資料活用の技能】 

 ○仮説を検証するための調査計画をまとめて、調べていこう。 

調査テーマ 

 

私の予想                   調査方法 

〈仮説〉 

 

 

 

 

 

 

 

〈調査にあたって〉 

・どのような種類の資料を使ってまとめてい

くのか？ 

・調べる時に、利用するもの 
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ワークシート⑦   世界の様々な地域の調査 （教師用） 

 ☆視点 

  単元学習のまとめとしての位置づけである。既習の知識や技能を生かして、探究学習を行うことで、言語

活動を充実させることが期待される。また、ワークシートを活用することによって、記入内容から、生徒個々

の多様な学習内容を読み取ることができる。目標や評価規準に照らした達成状況やつまずきを適切に評価する

ことが可能となる。 

（評価規準・指導のポイント・記入例） 

１ テーマを考えよう 

  ［作業 ①］【関心・意欲・態度】 

 ○自分の興味や関心があることで、ウェビング・マップをつくり、疑問に思うことを見つけてみよう。 

○評価規準の観点 

 世界の様々な地域の特色や課題をとらえるという学習課題や調査自体に対する関心の高まりを総合的にと

らえる。手法としては、ワークシートへの記入内容から、考察することがきる。 

 

（記入例：「韓国」をキーワードにした場合 

☆ウェビング・マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 語句を自由に書き、マップがある程度広がったら、疑問を赤ペンで書き込む。 

② 特に興味がもてたもの、調べたい地域の特徴が見えそうなものをチェックする。 

 

☆疑問に思ったことを書こう 

○どうしてとうがらしを使った料理が多いのか、韓国の食文化にはどのような特色があるのか。 

○どんな所が米を作っているのか。（どんな所なら米を作れるか。） 

 

 

２ 調査計画を立てよう 

［作業 ②］【資料活用の技能】 

 ○仮説を検証するための調査計画をまとめて、調べていこう。 

○評価規準の観点 

 資料収集やそこから有用な情報を選択したり、結果を図表などにまとめたりすることに重点を置いて、「資

料活用の技能」の観点として扱う。調査結果を分布図に描いたりまとめたりすることは、思考や判断とも強

く結びつく内容である。しかし、ここでは課題を追究していく過程で、資料の意味を理解し、活用するまで

の段階を「資料活用の技能」として取り扱う。 

韓国 

サッカー 

ドラマ 

野球 キムチ 

とうがらし 

チゲ 

韓国料理

 

 

スプーン 
米 

焼肉 

稲作 

アジア 

日本 
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調査テーマ 

記入例：（２例） 

ア 韓国の食文化の背景 

イ 稲作のさかんな地域の特色 

私の予想                   調査方法 

〈仮説〉 （アについて） 

①とうがらしを使った料理が多いのは、気候が関

係しているからである。 

 

 

 

 

〈調査にあたって〉 

・どのような種類の資料を使ってまとめてい

くのか？ 

・韓国の気候に関するデーターを比較し、気候や

生活の特色を明らかにする。そのことによっ

て、食文化への気候の影響を見出すことができ

る。 

・生活と環境とのかかわりを知るために、各地の

料理を調べる。 

・農産物・水産物から食文化を考える。 

・調べる時に、利用するもの 

・地図帳で、日本と韓国の位置（緯度など）や気温、降

水量のグラフと比較する。 

・文献、インターネットで韓国料理ととうがらしとの関

係を調べる。 

・統計資料などで、農産物〈米や野菜〉、水産物につい 

 て日本と比較する。 

・韓国各地の特産物を作った料理を調べる。 

  テーマ決定の際の注意点 

 ①資料が集まる見込みがあるか。 

 ②テーマは具体的か。 

 ③まとめる時に地図化することができるか。 

  

参考資料：『評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料（中学校社会科）』 

国立教育政策研究所 教育課程研究センターより 

     『新しい社会 地理』東京書籍 
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◆世界の様々な地域の調査（計画：6 時間） 

 「２ 仮説を検証し、分析したことをまとめる」（3 時間） 

  (1)本時の目標 

    ・世界の生活や文化に関する調査について、多面的・多角的に調査、考察し、表現できる。 

・調査結果を分析し、整理してレポートにまとめる。 

(2)観点別評価規準 

    ・世界の生活や文化に関する調査について、多面的・多角的に調査、考察し、表現できる。 

    【思考・判断・表現】 

・調査結果を分析し、整理してレポートにまとめる。                 【知識・理解】 

(3）準備物    ワークシート、地図帳、振り返りカード、レポート 

 

(4)本時の展開（3 時間） 

 ○学習活動・予想される生徒の反応 指導上の留意点 評価規準 評価方法 

導  
 

入 

○自分の調査についての振り返りを

する。 

・資料の見直しをする。 

・足りない資料を集める。 

・まとめに入る。 

・資料の収集の方法や内容な

どが、分析やまとめをする

のに十分かどうか確認を

する。 

  

展 
 
 
 

開 
 

○調査結果を分析し、まとめて、 

 みよう。 

 

 

 

・グラフ（棒・折れ線・円など）にま

とめる。 

・写真や地図を貼り付ける。 

・分布図や表などにまとめる。 

・主題図をつくる。 

・レポートにまとめる。 

・壁新聞にまとめる。 

 

 

○まとめたことを発表する。 

 

 

・はっきり、ゆっくり話しかけるよう

に発表する。 

・聞き手をひきつけるような工夫をす

る。 

・調査内容を整理し、自分とちがう所

など、いろいろな考え方があること

を、聞きながら発見する。 

 

 

 
 
 
 
 

※ 資料を活用し、仮説を検

証させる。 

・「努力を要する」生徒につ

いては、ポイントを絞らせ

て、グラフや表を活用させ

る。 
・「十分に満足できる」生徒

には、今後の課題などにつ

いてもふれさせる。 
 

 

 

※ 事実を調べ、自分の仮説

を検証できるような計画

を立てさせ、調べさせる。 

・「努力を要する」生徒につ

いては、ウェビング・マッ

プを参考にさせる。 
・「十分に満足できる」生徒

には、検証できる仮説なの

か、考えさせる。 

・世界の生活や文化に

関する調査につい

て、多面的・多角的

に調査、考察、表現

している。 

【思考・判断・表現】 

 
 
 
 
 
 
 
 
・調査結果を分析し、

整理してレポートに

まとめて 

いる。        

【知識・理解】 
 
 
 
 
 
 
 

行動観察 
ワークシー

ト 
レポート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
行動観察 
ワークシー

ト 
レポート 
 
 
 
 
 
 
 

ま

と

め 

○「振り返りカード」に記入する。 

 

 

・自分がこの時間で学習した

ことを書かせる。 
・自分の思ったこと、分から

なかったことなども書か

せる。 

  

 

仮説を検証し、調べたことをまとめてみよう 

（※ 説明的知識：仮説の検証） 

調査を行う時の視点や分析を中心に発表しよう。 
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ワークシート⑧   世界の様々な地域の調査 （生徒用） 

１ まとめてみよう 

  ［作業 ①］【思考・判断・表現】 

 ○次のことをポイントにまとめてみよう。 

   ①なぜ、このテーマにしたのか、どんな疑問があったか。（調査の動機） 

   ②調査によって知りたいこと、自分の立てた仮説を書く。 

   ③調査方法 

   ④自分の考えた仮説はどうだったのか、検証する。（調査の結果） 

   ⑤感想や今後の課題 

   ⑥参考文献、ホームページを載せる。 

 

まとめ方：利用例  【知識・理解】 

 ○グラフ化する。（棒グラフ。折れ線グラフ、円グラフ） 

 ○写真やイラストを使って説明する。 

 ○表にまとめる。 

 ○文章で説明する。 

 ○地図化する。 

 ○壁新聞にする。 

 ○プレゼンをする。 
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ワークシート⑧   世界の様々な地域の調査 （教師用） 

１ まとめてみよう 

  ［作業 ①］【思考・判断・表現】 

 ○次のことをポイントにまとめてみよう。 

   ①なぜ、このテーマにしたのか、どんな疑問があったか。（調査の動機） 

   ②調査によって知りたいこと、自分の立てた仮説を書く。 

   ③調査方法 

   ④自分の考えた仮説はどうだったのか、検証する。（調査の結果） 

   ⑤感想や今後の課題 

   ⑥参考文献、ホームページを載せる。 

 

 【思考・判断・表現】 

○評価規準の観点 

 地図やグラフから正確に読み取った事実とそれを基に、複数の地図や資料と重ね合わせて合理的な解釈に

なるようにまとめていくこと。読み取った事実とそれを基に自分が分析して解釈したこととを分けて説明で

きるかがポイントとなる。個人の考察の過程や結果を文章に詳しく表現したものを評価とする。 

 

 

まとめ方：利用例  【知識・理解】 

 ○グラフ化する。（棒グラフ。折れ線グラフ、円グラフ） 

 ○写真やイラストを使って説明する。 

 ○表にまとめる。 

 ○文章で説明する。 

 ○地図化する。 

 ○壁新聞にする。 

 ○プレゼンをする。 

 【知識・理解】 

○評価規準の観点 

 調査を行う際の視点や方法、地理的なまとめ方や発表ができているかで評価する。 

 参考資料：『評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料（中学校社会科）』 

国立教育政策研究所 教育課程研究センターより       

「新しい社会 地理」東京書籍 
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